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馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
・
ニ

0
0
八
年
十
二
月
）
は
、
「
凡
物
流
形
」
な
る
篇
題

を
持
つ
文
献
を
収
録
す
る
。
釈
文
を
担
当
し
た
曹
錦
炎
氏
は
、
『
凡

物
流
形
』
の
体
裁
や
内
容
が
『
楚
辞
』
天
問
と
強
い
共
通
性
を
示

す
点
を
指
摘
し
、
「
我
何
将
《
凡
物
流
形
》
篇
蹄
入
楚
辟
類
作
品
」

と
の
見
解
を
提
示
し
た
。
だ
が
内
容
を
精
査
し
て
み
る
と
、
『
凡
物

流
形
』
は
も
と
も
と
全
く
異
な
る
二
つ
の
文
献
が
、
誤
っ
て
―
っ

に
接
合
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

第
一
の
文
献
は
、
『
楚
辞
』
天
問
と
同
じ
く
全
篇
が
「
有
問
無
答
」

の
形
式
を
踏
む
楚
賦
の
一
種
で
あ
り
、
こ
れ
を
仮
に
《
問
物
》
と

命
名
し
て
置
く
。
第
二
の
文
献
は
、
各
段
落
の
冒
頭
が
「
聞
之
日
」

『
凡
物
流
形
』
と
《
問
物
》

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
二

0
九
ー
ニ
ニ
七
頁

で
始
ま
る
聞
き
書
き
の
形
態
を
取
る
道
家
思
想
の
文
献
で
あ
り
、

こ
れ
を
仮
に
《
識
一
》
と
命
名
し
て
置
く
。
我
々
は
『
凡
物
流
形
』

を
単
一
の
文
献
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
く
、
《
問
物
》
と
《
識
一
》

の
二
つ
に
分
け
て
研
究
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
考
え
で

あ
る
（
注
l
)
0

そ
こ
で
小
論
で
は
《
問
物
》
の
側
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み

た
い
。
か
つ
て
伊
藤
清
司
氏
は
「
「
楚
辞
」
天
問
と
苗
族
の
創
世
歌
」

と
題
す
る
論
考
に
お
い
て
、
『
楚
辞
』
天
問
と
貴
州
省
の
苗
族
が
伝

誦
す
る
古
歌
と
の
間
に
は
、
①
天
地
創
始
か
ら
始
ま
る
神
話
伝
承

を
素
材
に
す
る
、
②
長
編
叙
事
詩
の
形
を
取
る
、
③
疑
問
句
を
連

ね
る
特
殊
な
形
式
を
採
る
、
と
い
っ
た
基
本
的
性
格
の
共
通
性
が

見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
伊
藤
氏
は
、
『
楚
辞
』
天
問
の

原
型
は
苗
族
の
創
世
歌
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る

苗
族
創
世
歌
と
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』
《
問
物
》

|
『
楚
辞
』
天
問
の
淵
源
|
'

浅

野

裕

(209) 



(
1
)
 

世
上
的
人
何
呵
，

我
問
仰
束
祢
問
我
：

在
根
古
根
古
的
時
候
，

天
是
忽
様
生
的
？

世
の
人
々
は
、

互
い
に
訊
ね
た
り
。

太
古
の
昔
、

天
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
し
や
？

造
天
地
万
物
歌
（
楊
芝
唱
・
貴
州
省
民
間
文
学
工
作
組
採
録
）

新
た
な
視
点
を
提
起
し
た
（
注
2)°

だ
が
今
回
の
《
問
物
》
の
発
見

に
よ
っ
て
、
苗
族
創
世
歌
と
『
楚
辞
』
天
問
の
間
に
、
さ
ら
に
中

間
型
と
も
言
う
べ
き
作
品
群
が
存
在
し
て
い
た
状
況
が
明
確
と
な

っ
た
五
3
)
0

と
す
れ
ば
、
ま
ず
苗
族
創
世
歌
と
《
問
物
》
を
比
較
し
、
両
者

の
間
の
異
同
を
明
確
に
す
る
作
業
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め

本
稿
で
は
、
伊
藤
論
文
が
冒
頭
部
分
の
み
引
用
し
て
い
た
貴
州
苗

族
創
世
歌
の
全
体
を
扱
う
形
で
《
問
物
》
と
比
較
す
る
方
法
を
取

る。

貴
州
苗
族
創
世
歌
の
構
成

ま
ず
最
初
に
貴
州
苗
族
創
世
歌
「
造
天
地
万
物
歌
」
の
全
体
を
、

筆
者
に
よ
る
和
訳
と
と
も
に
掲
げ
て
置
く
。

(
4
)
 

爺
覺
朗
努
呵
，

是
鼎
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
，

是
他
束
生
的
，

是
他
束
創
造
的
。

(
3
)
 

人
類
是
悠
榛
生
的
？

(
2
)
 

地
是
忽
榛
生
的
？

是
咄
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
，

是
他
束
生
的
，

是
他
束
創
造
的
。

是
咄
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
，

是
他
束
生
的
，

是
他
末
創
造
的
。

爺
覺
朗
努
は
、

誰
か
天
を
造
り
し
や
？

イ
エ
・
ジ
ュ
庁
ラ
ー
ン
・
ヌ

そ
は
爺
覺
朗
努
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

地
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
し
や
？

誰
か
地
を
造
り
し
や
？

そ
は
爺
覺
朗
努
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

人
類
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
し

や
？

誰
か
人
類
を
造
り
し
や
？

そ
は
爺
覺
朗
努
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

(210) 



他
造
天
為
了
什
磨
？

象
簸
箕
又
園
又
平
；

把
天
空
造
成
飾
子
一
榛
，

(
5
)
 

把
天
空
造
成
簸
箕
一
榛
，

か
の
神
は
な
ぜ
に
天
を
ば
造
り
し

や
？

太
古
の
昔
、

天
空
は
た
だ
果
て
し
な
き
混
沌
な

れ
ば
、

天
神
に
起
居
す
る
場
所
す
ら
あ
ら

ざ
り
き
。

爺
覺
朗
努
は
、

天
空
に
金
星
を
打
ち
付
け
ん
と

し、宝
玉
を
キ
ラ
キ
ラ
光
ら
せ
た
り
。

天
空
を
ば
塵
取
り
の
ご
と
く
に
作

り
成
し
、

9
ど

塵
取
り
の
ご
と
く
円
か
に
平
ら
か

に
し
た
り
。ふ

る
い

天
空
を
ば
応
師
の
ご
と
く
に
作
り
成

し、

象
飾
子
又
滑
又
光
：

好
譲
月
亮
班
紆
昼
夜
循
環
，

飾
の
ご
と
く
ツ
ル
ツ
ル
と
光
ら
せ

た
り
。

好
譲
太
陽
姑
娘
象
輔
輯
一
榛
打
縛
，

ろ
く
ろ

太
陽
娘
の
帷
櫨
の
ご
と
く
回
転
し

易
き
が
た
め
に
、

月
兄
い
の
昼
夜
分
か
た
ず
巡
り
易

き
が
た
め
に
、

大
な
る
星
も
小
な
る
星
も
、

行
列
な
し
て
満
天
に
布
か
せ
た

゜
り

造
出
了
平
坦
坦
的
天
空
，

譲
風
几
吹
束
吹
去
，

譲
彩
雲
諷
上
諷
下
，

造
出
了
光
滑
滑
的
天
空
，

譲
賓
石
亮
晶
晶
゜

譲
金
星
光
閃
閃
；

要
在
天
空
嵌
賽
石
，

金
星
を
ピ
カ
ピ
カ
光
ら
せ
た
り
。

天
空
に
玉
を
散
り
ば
め
ん
と

し、

(
6
)
 

爺
覺
朗
努
呵
，

造
出
了
圏
溜
溜
的
天
空
，

爺
覺
朗
努
呵
，

要
在
天
空
釘
金
星
；

譲
大
星
星
和
小
星
星
，

羅
列
成
行
布
滴
天
上
。

天
紳
没
有
個
起
居
慮
所
。

在
恨
古
根
古
的
時
候
，

天
空
一
片
混
沌
，

風
を
し
て
あ
な
た
こ
な
た
に
吹
き

渡
ら
し
め
、

っ
平
ら
な
天
空
を
ば
造
り
出

彩
雲
を
し
て
昇
降
せ
し
め
、

ス
ベ
ス
ベ
光
る
天
空
を
ば
造
り
出

し、 爺
覺
朗
努
は
、

く
り
く
り
円
き
天
空
を
ば
造
り
出

し、

(211) 



(
8
)
 

在
大
地
上
造
出
大
堅
深
淘
，

又
束
造
廣
闊
無
邊
的
地
。

在
根
古
根
古
的
時
候
，

爺
覺
朗
努
呵
，

没
有
個
立
脚
慮
所
。

造
好
了
平
坦
光
滑
的
天
，

(
7
)
 

爺
覺
朗
努
呵
，

他
造
地
為
了
什
磨
？

爺
覺
朗
努
呵
，

才
有
個
起
居
地
方
。

譲
百
鳥
自
由
飛
翔
，

大
地
に
は
大
い
な
る
渓
、

を
ば
造
り
出
し
、

深
き
谷

百
鳥
を
自
在
気
ま
ま
に
飛
ば
し
め

て、爺
覺
朗
努
は
、

よ
う
や
く
起
居
す
る
場
所
を
ば
得

た
り
。

爺
覺
朗
努
は
、

か
の
神
は
な
ぜ
に
地
を
ば
造
り
し

や
？

太
古
の
昔
、

爺
覺
朗
努
は
、

足
着
く
場
所
す
ら
あ
ら
ざ
り
き
。

平
ら
か
で
光
れ
る
天
を
造
り
た
れ

ま、
,

J

 こ
た
び
は
広
大
無
辺
の
地
を
ば
造

れ
り
。

し

為
野
獣
憫
嘩
嘩
的
唱
歌
。

大
風
在
上
面
呼
呼
的
砲
過
，

(
9
)
 

爺
覺
朗
努
呵
，

造
出
了
大
孵
野
林
，

譲
岩
羊
兜
子
塵
鹿
生
存
，

造
出
紅
的
黒
的
泥
土
，

譲
山
峯
輿
山
峰
相
抱
；

在
大
地
上
造
出
山
注
深
谷
，

譲
江
河
洪
水
浪
浪
奔
流
；

在
大
地
上
造
出
崇
山
峻
峰
，

譲
徒
壁
和
懸
岩
封
笑
；

又
在
泥
土
里
釘
上
宵
石
板
。

江
河
の
水
の
溢
る
る
を
勢
い
付
け

て
流
し
た
り
。

大
地
に
は
高
き
山
、
険
し
き
峰
を

ば
造
り
出
し
、

山
と
峰
と
を
相
抱
か
し
む
。

大
地
に
は
深
き
池
、
険
し
き
谷
を

ば
造
り
出
し
、

絶
壁
と
断
崖
を
し
て
相
笑
わ
し

む。赤
き
泥
土
、
黒
き
泥
土
を
ば
造
り

出
し
、

泥
土
に
青
き
石
板
を
打
ち
付
け
た

り。爺
覺
朗
努
は
、

大
竹
林
を
ば
造
り
出
し
、

野
羊
・
子
鹿
・
大
鹿
ど
も
を
生
か

し
め
て
、

大
風
は
竹
林
を
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
吹

き
渡
り
、

野
獣
が
た
め
に
ザ
ワ
ザ
ワ
と
歌
い

(212) 



(12) 
海
水
緑
蔭
蔭
，

爺
覺
朗
努
呵
，

才
有
個
立
脚
慮
所
。

(11) 

爺
覺
朗
努
呵
，

造
出
了
幽
谷
深
注
，

譲
江
河
有
個
綿
岸
，

爺
覺
朗
努
は
、

深
き
池
谷
を
ば
造
り
出
し
、

江
河
に
は
舟
着
け
る
岸
辺
有
ら
し

め、海
の
水
は
緑
濃
く
、

爺
覺
朗
努
は
、

や
っ
と
こ
足
着
く
場
所
を
ば
得
た

り。

造
出
男
人
和
女
人
，

在
地
上
成
家
立
業
，

才
束
治
理
平
坦
的
天
，

才
束
治
理
凸
凹
的
地
，

才
束
治
理
山
披
山
峰
，

才
束
治
理
大
箸
野
林
，

才
束
治
理
山
川
河
流
，

才
束
治
理
野
獣
飛
禽
。

(13) 
爺
覺
朗
努
才
束
造
人
類
。

(10) 

爺
覺
朗
努
呵
，

造
出
了
岩
山
徒
壁
，

譲
雄
獅
虎
豹
棲
息
，

宵
草
鋪
滴
山
峰
，

蓋
着
猛
獣
何
安
穏
的
睡
眠
。

爺
覺
朗
努
は
、

岩
山
絶
壁
を
造
り
出
し
て
、

雄
獅
子
・
虎
豹
を
棲
み
着
か
せ
、

青
草
を
山
ま
た
峰
に
敷
き
詰
め

て、猛
獣
ど
も
を
覆
い
隠
し
安
ら
か
に

眠
ら
せ
た
り
。

た
り
。

爺
覺
朗
努
は
、

平
ら
か
で
光
れ
る
天
を
造
り
上

ナd-

造
好
了
廣
闊
無
邊
的
地
，
広
大
無
辺
の
地
を
造
り
上
げ
、

造
好
了
山
城
山
峰
大
箸
野
林
，

山
岳
や
大
竹
林
を
造
り
上
げ
、

造
好
了
山
川
河
流
野
獣
飛
禽
，

誰
束
治
理
泥
？

爺
覺
朗
努
呵
，

造
好
了
平
坦
光
滑
的
天
，

山
川
や
水
流
、
野
獣
・
飛
鳥
を
造

り
上
げ
し
が
、

誰
か
そ
れ
ら
を
治
め
ん
や
？
・

爺
覺
朗
努
は
さ
れ
ば
初
め
て
人
を

造
れ
り
。

男
と
女
を
造
り
出
し
、

地
上
に
家
庭
と
稼
業
を
持
た
せ
、

初
め
て
平
ら
か
な
る
天
を
治
め
、

初
め
て
凸
凹
な
る
地
を
治
め
、

初
め
て
山
々
や
峰
々
を
治
め
、

初
め
て
大
竹
林
を
治
め
、

初
め
て
山
川
の
水
流
を
治
め
、

初
め
て
野
獣
・
飛
鳥
を
治
む
る
に

(213) 



(15) 

世
上
的
人
何
中
間
，

只
有
格
鳥
列
察
知
道
，

爺
覺
朗
努
説
的
話
，

格
鳥
列
察
心
里
消
楚
。

格
鳥
列
察
才
束
講
：

人
何
要
去
贈
仰
，

人
憫
要
去
朝
拝
。

是
住
在
什
應
地
方
？

(14) 

大
地
上
有
了
人
類
，
す
で
に
大
地
に
人
類
有
り
て
、

有

了

男

人

和

女

人

，

男

と

女

有

る

に

、

不
知
道
造
天
地
的
紳
，
天
地
を
造
り
し
神
を
知
ら
ず
、

不
知
道
造
萬
物
的
紳
，
万
物
を
造
り
し
神
を
知
ら
ず
、

不
知
道
造
人
類
的
紳
，
人
類
を
造
り
し
神
を
知
ら
ず
、

送
個
創
造
一
切
幸
幅
的
天
紳
，

か
の
す
べ
て
の
幸
を
造
り
給
い
し

天
神
は
、

ぉ

ゎ

い
っ
た
い
い
ず
く
に
御
座
し
ま
す

や
？

我
等
人
間
は
仰
ぎ
見
る
べ
く
、

我
等
人
間
は
拝
礼
す
べ
し
。

世
の
人
々
に
あ
り
て
、

ゲ
・
ニ
ャ
オ
・
リ
エ
・
チ
ア

た
だ
格
鳥
列
察
の
み
ぞ
知
る
、

爺
覺
朗
努
の
語
り
し
話
を
、

格
鳥
列
察
に
は
は
っ
き
り
と
。

格
鳥
列
察
が
語
る
に
は
、

至
れ
り
。

(16) 
世
上
的
人
門
中
間
，

只
有
格
鳥
列
榜
廃
得
，

爺
覺
朗
努
倣
的
事
，

格
鳥
列
榜
心
里
明
白
。

格
鳥
列
榜
才
束
説
：

創
造
萬
物
的
天
紳
呵
，

住
在
老
林
大
樹
脚
。

(17) 
世
上
的
人
憫
呵
，

照
着
格
鳥
列
察
的
話
，

順
着
格
鳥
列
榜
的
指
黙
，

尋
挟
到
高
山
大
石
脚
，

把
背
束
的
米
酒
，

向
大
石
脚
敬
獣
。

創
造
天
地
的
天
紳
呵
，

住
在
高
山
大
岩
脚
。

天
地
を
創
造
さ
れ
し
天
神
は
、

、
9

登
ゆ
る
山
の
巨
岩
の
下
に
在
せ
る

と。世
の
人
々
に
あ
り
て
、

ゲ
・
ニ
ャ
オ
・
リ
エ
・
バ
ン

た
だ
格
鳥
列
榜
の
み
ぞ
知
る
、

爺
覺
朗
努
が
為
せ
し
御
業
を
、

格
鳥
列
榜
に
は
明
ら
か
に
。

格
鳥
列
榜
が
語
る
に
は
、

万
物
を
創
造
さ
れ
し
天
神
は
、

原
始
の
森
の
の
下
に
在
せ
る

と。世
の
人
々
は
、

格
鳥
列
察
が
話
を
信
じ
、

格
鳥
列
榜
が
指
示
に
従
い
、

登
ゆ
る
山
の
巨
岩
の
下
を
訪
ね
、

背
負
い
来
た
米
の
酒
を
、

巨
岩
の
下
に
献
上
せ
り
。
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(18) 

世
上
的
人
佃
呵
，

照
着
格
鳥
列
察
的
話
，

順
着
格
鳥
列
榜
的
指
黙
，

尋
挟
到
老
林
大
樹
脚
，

把
帯
束
的
紅
冠
鶏
，

向
大
樹
脚
敬
猷
゜

世
の
人
々
は
、

格
鳥
列
察
が
話
を
信
じ
、

格
鳥
列
榜
が
指
図
に
従
い
、

原
始
の
森
の
巨
木
の
下
を
訪
ね
、

持
ち
来
る
鶏
を
、

巨
木
の
下
に
捧
げ
た
り
。

(19) 
世

上

的

人

憫

呵

，

世

の

人

々

は

、

向
大
石
脚
敬
了
酒
，
巨
岩
の
下
に
酒
を
ば
供
え
、

向
大
樹
脚
殺
了
鶏
，
巨
木
の
下
に
鶏
を
ば
殺
せ
ど
も
、

俯
瞭
仰
不
到
造
天
地
的
天
紳
，

な
お
天
地
を
造
り
し
天
神
を
仰
ぐ

あ
た
わ
ず
、

俯
朝
拝
不
着
造
萬
物
的
爺
覺
朗
努
，

な
お
万
物
を
造
り
し
爺
覺
朗
努
を

拝
む
あ
た
わ
ず
、

例
挟
不
到
爺
覺
朗
努
的
住
所
。

な
お
爺
覺
朗
努
が
住
処
を
探
し
当

つ
る
こ
と
叶
わ
ざ
り
き
。

一
心
要
瞭
仰
爺
覺
朗
努
，

格
鳥
列
榜
オ
束
講
：

送
位
造
萬
物
的
爺
覺
朗
努
，

不
住
在
老
林
大
樹
脚
。

(21) 
世

上

的

人

憫

呵

，

世

の

人

々

は

、

不
知
道
造
天
地
的
天
紳
，
天
地
を
造
り
し
天
神
が
、

是
住
在
什
療
地
方
；
い
ず
こ
に
在
す
か
知
ら
ざ
り
き
。

世

上

的

人

側

呵

，

世

の

人

々

は

、

不
相
信
格
鳥
列
察
的
話
，
格
鳥
列
察
が
話
を
信
ぜ
ず
、

不
理
解
格
鳥
列
榜
的
意
思
：
格
鳥
列
榜
が
意
図
を
も
分
か
ら
ず

こ、
',・r ひ

た
す
ら
爺
覺
朗
努
を
仰
ぎ
見
ん

送
位
造
天
地
的
天
紳
，

不
住
在
高
山
大
石
脚
；

(20) 
格
鳥
列
察
才
束
説

格
鳥
列
察
は
さ
れ
ば
初
め
て
か
く

説
け
り
。

か
の
天
地
を
造
り
し
天
神
は
、

登
ゆ
る
山
の
巨
岩
の
下
に
は
居
ら

れ
ぬ
と
。

格
鳥
列
榜
は
さ
れ
ば
初
め
て
か
く

語
り
き
。

か
の
万
物
を
造
り
し
爺
覺
朗
努

ま、
99-

— 原
始
の
森
の
巨
木
の
下
に
は
居
ら

れ
ぬ
と
。
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人
門
祭
樹
就
従
送
里
興
。

去
朝
拝
老
林
大
樹
，

去
敬
祭
高
山
大
石
。

人
佃
祭
石
就
従
送
里
起
，

俯
挟
到
老
林
大
樹
脚
，

(23) 

格
鳥
列
察
又
束
説
：

造
天
地
的
爺
覺
朗
努
，

平
坦
光
滑
的
天
是
住
所
，

(22) 
世
上
的
人
何
呵
，

俯
胞
到
高
山
大
岩
脚
，

一
心
要
朝
拝
爺
覺
朗
努
゜

世
の
人
々
は
、

な
お
も
登
ゆ
る
山
の
巨
岩
の
下
を

訪
ね
、

な
お
も
原
始
の
森
の
巨
木
の
下
を

訪
ね
、

原
始
の
森
の
巨
木
を
崇
め
、

聟
ゆ
る
山
の
巨
石
を
祭
る
。

諸
人
は
石
祭
る
こ
そ
万
事
の
始
め

と
心
得
て
、

諸
人
は
木
祭
る
こ
そ
万
事
の
本
と

心
得
た
り
。

格
鳥
列
察
は
重
ね
て
説
け
り
。

天
地
を
造
り
し
爺
覺
朗
努
は
、

平
ら
か
で
光
れ
る
天
に
お
住
ま
い

で、 ひ
た
ぶ
る
爺
覺
朗
努
を
拝
ま
ん
と

す。

格
鳥
列
榜
又
束
講
：

造
萬
物
的
爺
覺
朗
努
，

寛
廣
的
大
地
是
立
脚
虚
，

と
し

爺
覺
朗
努
住
在
天
上
；

爺
覺
朗
努
不
住
在
地
上
。

一
九
六
一
年
第
六
期
所
収
）

爺
覺
朗
努
は
天
上
に
こ
そ
居
ら
れ

る
と
。

格
鳥
列
榜
も
再
び
語
れ
り
。

万
物
を
造
り
し
爺
覺
朗
努
は
、

広
き
地
に
足
こ
そ
着
け
て
は
居
ら

れ
る
が
、

爺
覺
朗
努
は
地
上
に
住
ん
で
は
居

ら
れ
ぬ
と
。

（
『
民
間
文
学
』

冒
頭
の

(
1
)

（

2
)

（

3
)

は
、
天
・
地
・
人
類
が
ど
の
よ
う

に
誕
生
し
た
か
と
の
疑
問
を
設
定
し
た
上
で
、
爺
覺
朗
努
の
神
が

創
造
し
た
と
の
答
え
を
提
示
す
る
。
こ
の
部
分
は
全
体
の
プ
ロ
ロ

ー
グ
と
し
て
こ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

次
の
(
4
)

（

5
)

（

6
)

で
は
、
爺
覺
朗
努
は
な
ぜ
天
を
造
っ

た
の
か
と
の
発
問
に
答
え
る
形
で
、
神
が
天
を
造
っ
た
動
機
と
、

創
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
開
示
す
る
。
そ
の
動
機
は
、
天
空
が
一
面
の

混
沌
で
爺
覺
朗
努
は
宙
ぶ
ら
り
ん
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

の
で
、
整
然
と
し
た
秩
序
体
と
し
て
の
天
を
創
造
し
て
安
定
し
た

居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
神
が

天
を
創
造
し
た
の
は
、
神
自
身
の
た
め
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ま
た
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
天
空
↓
天
体
↓
雲
↓
風
↓
鳥
の
順
序

だ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。

次
の
(
7
)

（

8
)

（

9
)

（

10)
（

11)

は
、
爺
覺
朗
努
が
地
を

創
造
し
た
動
機
と
プ
ロ
セ
ス
を
開
示
す
る
。
太
古
の
昔
、
爺
覺
朗

努
に
は
足
場
が
な
く
、
足
を
着
け
る
場
所
を
確
保
し
た
い
と
い
う

の
が
そ
の
動
機
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
地
を
創
造
し
た
プ
ロ
セ

ス
は
、
谷
や
川
な
ど
に
一
部
重
複
・
錯
綜
は
あ
る
も
の
の
、
お
よ

そ
大
地
↓
渓
谷
↓
江
河
↓
山
・
峰
↓
池
•
谷
↓
泥
土
↓
青
石
板
↓

大
竹
林
↓
野
羊
・
大
鹿
•
小
鹿
↓
岩
山
・
絶
壁
↓
獅
子
・
虎
•
豹

↓
青
草
↓
岸
辺
↓
海
水
と
い
っ
た
順
序
が
示
さ
れ
る
。
や
は
り
地

の
創
造
も
、
天
の
場
合
と
同
様
に
神
自
身
の
た
め
だ
っ
た
と
語
ら

れ
る
。
な
お
天
地
の
創
出
に
付
随
し
て
万
物
も
生
成
さ
れ
た
と
さ

れ
る
の
で
、
(
4
)
か
ら

(11)

ま
で
の
天
地
創
造
の
物
語
は
、
同

時
に
万
物
創
出
の
物
語
と
も
な
っ
て
い
る
。

次
の

(12)
（

13)

は
、
創
造
し
終
え
た
天
地
・
万
物
を
管
理
さ

せ
る
た
め
人
類
を
創
造
し
た
と
、
神
が
人
類
を
造
り
出
し
た
動
機

を
示
す
。
天
地
の
場
合
と
同
様
、
人
類
の
場
合
も
ま
た
神
自
身
の

た
め
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
以
上
が
天
地
・
万
物
・
人
類
が
創
造
さ

れ
た
原
因
と
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
宇
宙
生
成
の
経
緯
を
叙
述
す

る
前
半
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

(14)

は
語
る
。
神
は
自
分
自
身
の
た
め
に
天
地
・
万
物
・
人

類
を
創
造
し
た
。
し
か
る
に
人
類
は
、
そ
れ
を
神
が
自
分
た
ち
に

も
た
ら
し
た
恩
恵
だ
と
受
け
止
め
た
。
そ
こ
で
人
類
は
、
神
に
感

謝
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
神
の
居
場
所
を
探
索
す
る
が
、
誰

も
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
こ
の

(14)

は
、
人
類
の
神
に
対
す
る
信

仰
、
神
へ
の
祭
祀
を
テ
ー
マ
と
す
る
後
半
部
分
の
冒
頭
で
あ
る
。

神
自
身
の
た
め
に
宇
宙
が
創
造
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
自
分
た
ち
の
た
め
に
神
が
与
え
た
恩
寵
だ
と
勘
違
い
し
た
人
類

が
、
神
へ
の
祭
祀
を
欲
求
し
た
と
、
宗
教
的
祭
祀
の
起
源
を
説
い

て
テ
ー
マ
を
転
換
さ
せ
る
。

(15)
（

16)

は
次
の
よ
う
に
語
る
。
人
類
の
中
で
は
格
鳥
列
察

と
格
鳥
列
榜
の
二
人
だ
け
が
、
預
言
者
と
し
て
神
の
言
莱
と
事
跡

を
知
っ
て
い
た
。
二
人
は
人
類
に
対
し
、
お
前
た
ち
が
探
し
て
い

る
神
の
居
場
所
は
、
高
山
の
巨
岩
の
下
で
あ
り
、
原
始
林
の
巨
木

の
下
だ
と
教
え
る
。
二
人
の
預
言
者
が
二
つ
の
場
所
を
指
定
し
た

の
は
、
そ
こ
は
神
が
両
足
を
大
地
に
着
け
る
場
所
で
あ
り
、
天
に

伸
び
る
高
山
と
巨
木
を
通
じ
て
人
類
が
神
の
存
在
を
感
得
で
き
る

通
路
、
神
と
人
の
接
点
と
な
り
得
る
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。

続
く

(17)
（

18)

は
、
二
人
の
預
言
者
の
指
示
に
従
い
、
人
類

は
高
山
の
頂
の
巨
岩
の
下
に
酒
を
供
え
、
原
始
林
の
巨
木
の
下
に

鶏
を
捧
げ
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
と
語
る
。
こ
こ
に
宗
教
的
祭
祀

が
開
始
さ
れ
る
。

(19)

は
次
の
よ
う
に
語
る
。
つ
い
に
宗
教
的
祭
祀
が
始
ま
っ

た
の
だ
が
、
ど
ん
な
に
そ
の
場
所
で
祭
祀
し
て
も
、
人
類
は
決
し

(217) 



て
神
を
仰
ぎ
見
れ
ず
、
神
に
拝
礼
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に

神
は
居
ら
ず
、
人
類
は
つ
い
に
神
の
真
の
居
場
所
を
探
し
当
て
ら

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
こ
に
語
ら
れ
る
内
容
は
、

二
人
の
預
言
者
側
か
ら
見
た
光
景
で
あ
っ
て
、
人
類
に
か
か
る
自

覚
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に

(19)

は
、
い
か
ほ
ど
偽
り
の
祭
祀
を

繰
り
返
し
て
も
、
神
の
真
の
存
在
を
感
得
は
で
き
ぬ
の
だ
と
、
祭

場
・
聖
地
に
お
け
る
神
の
不
在
を
説
く
。

(20)

は
次
の
よ
う
に
語
る
。
そ
こ
で
二
人
の
預
言
者
は
人
類

を
覚
醒
さ
せ
る
べ
く
、
高
山
の
巨
岩
の
下
や
原
始
林
の
巨
木
の
下

に
、
神
は
存
在
し
な
い
と
教
え
諭
す
。

(
1
5
)
(
1
6
)

で
二
人
が
指

定
し
た
場
所
は
、
神
の
存
在
を
実
感
で
き
る
通
路
・
接
点
と
し
て

示
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
所
に
神
自
身
が
存
在
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
と
教
導
し
た
の
で
あ
る
。

(
2
1
)
(
2
2
)

は
次
の
よ
う
に
語
る
。
だ
が
人
類
は
二
人
の
話
の

真
意
を
理
解
で
き
ず
、
ひ
た
す
ら
神
を
仰
ぎ
、
神
を
拝
み
た
い
と

願
う
。
そ
こ
で
人
々
は
な
お
も
巨
岩
の
下
や
巨
木
の
下
を
訪
ね
て
、

巨
石
・
巨
木
を
崇
拝
・
祭
祀
し
、
そ
れ
こ
そ
が
万
事
の
根
本
だ
と

信
じ
続
け
る
。
預
言
者
の
真
意
を
理
解
で
き
な
い
人
類
は
、
神
の

存
在
を
極
度
に
矮
小
化
し
即
物
化
し
、
巨
石
・
巨
木
と
い
っ
た
物

体
そ
の
も
の
を
物
神
化
し
て
信
仰
・
祭
祀
の
対
象
と
し
続
け
る
。

(
2
1
)
(
2
2
)

に
は
、
宇
宙
を
創
造
し
、
宇
宙
と
等
身
大
で
あ
る
宇

宙
神
の
偉
大
さ
を
全
く
理
解
で
き
ず
、
宇
宙
に
あ
っ
て
は
ち
っ
ぽ

け
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
巨
石
•
巨
木
を
神
と
見
な
し
て
祭
祀
す
る
、

人
類
の
愚
か
さ
が
批
判
さ
れ
る
。
た
だ
し
批
判
で
は
あ
る
も
の
の
、

単
純
に
非
を
咎
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
人
類
の
抜
き
が
た

い
愚
か
さ
へ
の
哀
れ
み
や
諦
観
が
滲
み
出
て
い
る
。

最
後
の

(23)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
人
類
の
無
理
解
を
前
に
、

二
人
の
預
言
者
は
重
ね
て
真
実
を
啓
示
す
る
。
神
は
天
上
界
に
こ

そ
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
大
地
に
足
は
着
け
て
い
る
も
の
の
、

そ
も
そ
も
地
上
に
な
ど
住
ん
で
は
い
な
い
の
だ
と
。
宇
宙
神
た
る

偉
大
な
神
は
、
決
し
て
地
上
の
ち
っ
ぽ
け
な
巨
石
・
巨
木
を
住
処

に
し
た
り
は
し
な
い
。
も
し
宇
宙
神
の
存
在
を
感
得
し
た
い
と
願

う
の
で
あ
れ
ば
、
通
路
・
接
点
た
る
場
所
に
立
っ
て
意
識
を
天
界

に
拡
延
し
、
全
身
全
霊
を
以
て
自
己
を
宇
宙
神
に
没
入
さ
せ
る
し

か
途
は
な
い
。
二
人
の
預
言
者
は
人
類
に
こ
う
告
げ
る
が
、
こ
れ

に
対
す
る
人
類
の
反
応
を
一
切
記
さ
ぬ
ま
ま
、
叙
事
詩
は
突
如
こ

こ
で
終
わ
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
対
応
す
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
敢
え
て

配
置
し
な
い
、
こ
の
突
き
放
し
た
よ
う
な
終
わ
り
方
に
よ
っ
て
、

作
者
は
決
し
て
覚
醒
す
る
こ
と
な
き
人
間
存
在
へ
の
憐
憫
と
諦
観
、

宗
教
祭
祀
の
場
に
残
さ
れ
た
巨
大
な
喪
失
感
を
暗
黙
の
余
韻
と
し

て
表
出
す
る
。

こ
の
よ
う
に
苗
族
創
世
歌
は
、
宇
宙
の
創
造
神
と
人
類
の
関
係

を
そ
の
テ
ー
マ
と
す
る
。
神
は
神
自
身
の
た
め
に
宇
宙
を
創
造
し

た
。
ゆ
え
に
神
は
、
人
類
に
対
し
そ
も
そ
も
感
謝
や
恩
返
し
を
要
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求
し
て
は
い
な
い
。
し
か
る
に
人
類
は
、
神
は
自
分
た
ち
へ
の
恩

寵
と
し
て
宇
宙
を
創
造
し
た
の
だ
と
す
る
、
自
己
中
心
的
な
心
得

違
い
を
犯
し
、
創
造
神
と
人
類
の
関
係
を
自
分
た
ち
に
理
解
で
き

る
程
度
に
ま
で
矮
小
化
し
、
形
骸
化
し
た
祭
祀
儀
礼
に
自
己
満
足

し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
神
と
人
類
の
真
の
関
係
、
神

は
天
地
・
万
物
を
管
理
さ
せ
る
道
具
と
し
て
人
類
を
造
り
出
し
た

に
過
ぎ
ず
、
神
は
自
ら
の
た
め
に
宇
宙
を
創
造
し
た
と
の
理
解
に

到
達
は
で
き
な
い
。

か
つ
て
太
古
の
人
類
は
、
圧
倒
的
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら

生
活
し
、
日
々
接
す
る
大
自
然
の
光
景
か
ら
、
一
人
一
人
が
全
身

全
霊
で
宇
宙
神
の
神
秘
的
力
を
感
得
し
て
い
た
。
だ
が
後
世
の
人

類
は
、
そ
れ
ま
で
の
宇
宙
神
と
人
類
の
関
係
を
、
宗
教
的
祭
祀
な

る
形
に
置
き
換
え
、
人
間
社
会
内
部
で
定
型
化
し
矮
小
化
し
儀
式

化
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
は
、
か
え
っ
て
宇
宙
そ
の
も
の
で

も
あ
る
宇
宙
神
と
人
類
の
関
係
の
実
相
、
宇
宙
は
そ
れ
自
身
の
た

め
に
自
ら
を
創
造
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
類
の
た
め
に
宇

宙
が
生
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
の
真
実
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。

創
世
歌
の
作
者
は
、
原
始
の
感
性
の
記
憶
を
下
敷
き
に
、
宇
宙

神
と
人
類
の
真
の
関
係
を
回
復
せ
よ
と
す
る
重
い
テ
ー
マ
を
、
ニ

部
構
成
の
長
編
叙
事
詩
に
よ
っ
て
見
事
に
作
品
化
し
た
と
言
え
る
。

《
問
物
》
の
内
容

《
問
物
》

本
章
で
は
比
較
の
対
象
で
あ
る
《
問
物
》
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

そ
こ
で
以
下
に
筆
者
が
復
元
し
た
《
問
物
》
の
全
文
を
、
原
文
・

書
き
下
し
・
現
代
語
訳
の
順
に
掲
げ
る
。

仕
（
凡
）
勿
（
物
）
流
型
（
形
）
、
累
（
梁
）
口
守
（
得
）
而
城
（
成
）
。

流
型
（
形
）
城
（
成
）
豊
（
腔
）
、
累
（
梁
）
尋
（
得
）
而
不
死
。

既
城
（
成
）
既
生
、
累
（
羹
）
碁
（
順
）
而
鳴
。
既
泉
（
抜
）
既

椛
（
根
）
、
累
（
羹
）
送
（
後
）
」
（
1
）
之
累
（
羹
）
先
。
食
（
陰
）

易
（
陽
）
之
尿
（
処
）
、
累
（
梁
）
口
守
（
得
）
而
固
。
水
火
之
昧
（
和
）
、

累
（
笑
）
口
守
（
得
）
而
不
厄
（
厚
）
。
餌
（
問
）
之
日
。
民
人
流
型

（
形
）
、
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
生
。
」

(
2
)
流
型
（
形
）
城
（
成
）

豊
（
腔
）
、
累
（
築
）
遊
（
失
）
而
死
。
又
（
有
）
口
守
（
得
）
而
成
、

未
智
（
知
）
左
右
之
請
。
天
陪
（
地
）
立
冬
（
終
）
立
慰
（
始
）
、

天
降
Lie

（
降
）
五
屁
（
度
）
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
」
（
3
）
災
（
衡
）

累
（
笑
）
従
（
縦
）
。
五
既
（
氣
）
並
至
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
異

累
（
梁
）
同
。
五
言
オ
（
在
）
人
、
岱
（
執
）
為
之
公
。
九
謳
出

謡
（
誨
）
、
営
（
執
）
為
之
逆
。
虐
（
吾
）
既
長
而
」

(
4
)
或
老
、

営
（
執
）
為
朕
（
侍
）
奉
。
魏
（
鬼
）
生
於
人
、
累
（
笑
）
古
（
故
）

紳
限
（
明
）
。
骨
＝
（
骨
肉
）
之
既
棘
（
靡
）
、
（
其
）
智
（
知
）
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愈
暗
、

1

汀
（
其
）
夫
（
鋏
）
―
累
（
築
）
枢
（
適
）
。
（
執
）
智

（
知
）
」
（
5
)
斤
（
其
）
櫃
（
彊
）
。
魏
（
鬼
）
生
於
人
、
虐
（
吾
）

累
（
笑
）
古
（
故
）
事
之
。
骨
＝
（
骨
肉
）
之
既
棘
（
靡
）
、
身
豊

（
腔
）
不
見
、
虐
（
吾
）
累
（
梁
）
自
臥
（
飼
）
之
。
一
汀
（
其
）

杢
（
束
）
—
亡
厄
（
託
）
」
（
6

）
虐
（
吾
）
累
（
霙
）
皆
（
時
）

之
窒
（
賽
）
。
祭
異
（
旗
）
累
（
梁
）
近
（
升
）
。
虐
（
吾
）
女
（
如
）

之
可
（
何
）
思
骰
（
腔
）
。
川
（
順
）
天
之
道
、
虐
（
吾
）
系
（
羹
）

目
（
以
）
為
頁
（
首
）
。
虐
（
吾
）
既
辱
（
得
）
」
（
7
）
百
省
（
姓
）

之
昧
（
和
）
、
虐
（
吾
）
累
（
梁
）
事
之
。
昭
天
之
盟
（
明
）
累
（
梁
）

葬
（
得
）
。
魏
（
鬼
）
之
紳
累
（
羹
）
臥
（
飼
）
。
先
王
之
智
—
累

（
羹
）
備
。
」

(
8
簡
途
中
）
日
之
又
（
有
）
」
（
9
）
耳
（
耳
）
一
、

酒
（
将
）
可
（
何
）
堂
（
聴
）
。
月
之
又
（
有
）
軍
（
最
）
一
、
酒

（
将
）
可
（
何
）
正
（
征
）
。
水
之
東
流
、
暦
（
将
）
可
（
何
）
涅

（
盈
）
。
日
之
釘
（
始
）
出
、
可
（
何
）
古
（
故
）
大
而
不
悲
（
燿
）
。

斤
（
其
）
人
（
入
）
」
（
1
0
)
｛
中
（
中
）
—
累
（
笑
）
古
（
故
）
少

（
小
）
雁
障
鼓
（
樹
）
。
餌
（
問
）
〈
之
日
〉
。
天
営
（
執
）
高
輿
゜

堅
（
地
）
営
（
執
）
猿
（
遠
）
与
（
輿
）
。
営
（
執
）
為
天
。
営
（
執
）

為
堅
（
地
）
。
営
（
執
）
為
絋
（
雷
）
。
」
（
11
）
宮
（
執
）
為
音
（
露
）
。

土
累
（
羹
）
尋
（
得
）
而
坪
（
平
）
。
水
累
（
笑
）
尋
（
得
）
而
消
。

肖
（
草
）
木
累
（
築
）
曰
守
（
得
）
而
生
。
」
(
1
2
簡
A
)
含
（
禽
）

獣
累
（
築
）
辱
（
得
）
而
鳴
。
」
(
1
3
簡
B
)
夫
雨
之
至
一
、
管
（
執
）

霧
漆
之
。
夫
仕
（
風
）
之
至
一
、
富
（
執
）
艇
（
披
）
限
而
逝
（
屏
）

【

A
】

う

つ

な

に

凡
そ
物
は
形
を
流
す
に
、
笑
を
か
得
て
成
る
や
。
形
を
流

し
て
体
を
成
す
に
、
笑
を
か
得
て
死
せ
ざ
る
や
。
既
に
成

な

ん

こ

り
既
に
生
ず
る
に
、
梁
ぞ
順
し
て
鳴
く
や
。
既
に
抜
き
既

い

ず

れ

い

ず

れ

に
根
う
る
に
、
築
か
之
を
後
と
し
笑
か
先
と
せ
ん
や
。
陰

お

な

に

陽
の
処
る
は
、
羹
を
か
得
て
固
き
や
。
水
火
の
和
す
る
は
、

な
に羹

を
得
て
厚
か
ら
ざ
る
や
。

う

つ

な

に

【

B
】
之
に
問
い
て
日
う
。
民
人
形
を
流
す
に
、
羹
を
か
得
て
生

う

つ

な

に

ず
る
や
。
形
を
流
し
て
体
を
成
す
に
、
梁
を
か
失
い
て
死

す
る
や
。
得
る
こ
と
有
り
て
成
す
に
、
未
だ
左
右
の
請
を

知
ら
ざ
る
か
。

【

C
】
天
地
終
わ
り
を
立
て
始
め
を
立
て
、
天
は
五
度
を
降
す
に
、

い

ず

れ

よ

こ

た

て

な

ら

吾
は
築
か
衡
と
し
羹
か
縦
と
せ
ん
や
。
五
気
並
び
至
る
に
、

な
に

吾
は
梁
を
か
異
と
し
羹
を
か
同
と
せ
ん
や
。
五
言
は
人
に

た

れ

ぉ

’

こ

え

い

だ

在
る
も
、
執
か
之
れ
が
公
を
為
さ
ん
や
。
九
区
は
誨
を
出

む
か

す
も
、
執
か
之
れ
が
逆
う
る
を
為
さ
ん
や
。
吾
は
既
に
長

ぁ

じ
て
老
ゆ
る
こ
と
或
る
も
、
執
か
侍
奉
を
為
さ
ん
や
。

な
ん

【

D
】
鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
羹
の
故
に
神
明
な
る
や
。
骨
肉

は
之
れ
既
に
靡
ぶ
も
、
其
の
知
は
愈
い
よ
障
か
な
れ
ば
、

い

ず

く

お

ぎ

な

た

れ

其
の
映
は
羹
に
か
適
わ
る
る
や
。
執
か
其
の
橿
な
る
を
知

る
や
。
鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
吾
は
妥
の
故
に
之
に
事

之。」

(14
簡
上
半
分
）
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ほ

ろ

あ

ら

う
る
や
。
骨
肉
は
之
れ
既
に
靡
び
、
身
体
は
見
わ
れ
ざ
る

な

ん

や

し

な

き

た

こ

と

よ

に
、
吾
梁
ぞ
自
ら
之
を
飼
う
や
。
其
の
来
る
や
、
託
せ
る

な

な

ん

む

く

こ
と
亡
き
に
、
吾
笑
ぞ
時
に
之
れ
賽
ゆ
る
や
。
祭
旗
す
る

す

す

あ

に
、
笑
ぞ
升
む
る
や
。
吾
は
之
を
如
何
に
し
て
挫
く
と
思

わ
ん
や
。

し

た

が

な

に

こ

う

ペ

【

E
】
天
の
道
に
順
う
に
、
吾
は
簗
を
以
て
首
と
為
さ
ん
や
。
吾

な
に

既
に
百
姓
の
和
を
得
れ
ば
、
吾
は
梁
を
か
之
を
事
と
せ
ん

"
 
,..v 

や
。
昭
天
の
明
は
、
築
に
か
得
ら
る
る
や
。
鬼
の
神
な
る

い

づ

く

や

し

な

い

づ

く

は
笑
に
か
飼
わ
る
る
や
。
先
王
の
智
は
梁
に
か
備
わ
れ
る

や。
み

み

か

さ

【

F
】
日
の
耳
有
る
は
、
将
に
何
を
か
聴
か
ん
と
す
る
や
。
月
の
最

有
る
は
、
将
に
何
を
か
征
せ
ん
と
す
る
や
。
水
の
東
流
す

み

る
は
、
将
に
何
を
か
盈
た
さ
ん
と
す
る
や
。
日
の
始
め
て

か
が
や

出
ず
る
や
、
何
の
故
に
大
な
る
も
燿
か
ざ
る
や
。
其
の
中

な

ん

あ

か

か

が

や

か

く

に
入
る
や
、
梁
の
故
に
小
さ
き
も
雁
く
暗
き
て
樹
る
る
や
。

し

す

し

4"

【

G
】
之
に
問
い
て
日
う
。
天
は
執
れ
に
高
き
か
。
地
は
執
れ
に

た

れ

つ

く

た

れ

つ

く

遠
き
か
。
執
か
天
を
為
れ
る
や
。
執
か
地
を
為
れ
る
や
。

た

れ

い

か

づ

ち

つ

く

た

れ

い

な

づ

ま

つ

く

執
か
雷
を
為
れ
る
や
。
執
か
露
を
為
れ
る
や
。
土
は
梁
を

な
に

か
得
て
平
ら
か
な
る
や
。
水
は
倹
を
か
得
て
清
ら
か
な
る

な

に

な

に

ゃ
゜
草
木
は
羹
を
か
得
て
生
ず
る
や
。
禽
獣
は
梁
を
か
得

て
鳴
く
や
。
夫
れ
雨
の
至
る
は
、
執
か
零
し
て
之
を
漆
＜

す
る
や
。
夫
れ
風
の
至
る
は
、
執
か
披
限
ら
せ
て
之
を
屏

【

A
】
(
1
)

す
べ
て
物
は
形
を
流
動
さ
せ
続
け
る
の
に
、
何
を
獲

得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
身
体
を
形
成
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

(
2
)

形
を
流
動
さ
せ
て
一
定
の
身
体
を
形
成
す

る
の
だ
が
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
寿

命
を
保
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
3
)
す
で
に
身
体
を
形
成
し
、

す
で
に
生
ま
れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
乳
児
は
泣
く
の
で
あ

ろ
う
か
。

(
4
)
昔
か
ら
抜
き
取
り
昔
か
ら
植
え
付
け
て
き

て
い
る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
が
後
で
ど
ち
ら
が
先
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
(
5
)
陰
と
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
落
ち
着
い

て
い
る
の
は
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
6
)
（
正
反
対
の
性
質
を
持
つ
）

水
と
火
が
調
和
す
る
の
に
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
両
者
は
近
接
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

B
】
(
7
)

質
問
し
た
い
。
（
す
べ
て
物
は
）
形
を
流
動
さ
せ
続

け
る
の
に
、
人
間
は
何
を
獲
得
し
た
せ
い
で
（
人
間
の
形

態
で
）
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
8
)

形
を
流
動

さ
せ
て
身
体
を
形
成
し
た
の
に
、
何
を
失
っ
た
せ
い
で
死

ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
9
)
何
か
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り

身
体
を
形
成
し
た
の
に
、
誰
が
請
求
し
て
そ
う
な
っ
た
の

か
、
い
ま
だ
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

う
や
。
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【

C
】

【

D
】

(
1
0
)
天
地
は
終
わ
り
と
始
ま
り
の
区
別
を
立
て
、
上
天
は

（
左
木
・
右
金
•
前
火
・
後
水
・
中
土
の
）
五
度
を
降
し

た
が
、
私
は
（
南
北
と
東
西
の
）
ど
ち
ら
を
横
と
し
ど
ち

ら
を
縦
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(11)
（
木
・
火
・

土
•
金
•
水
の
）
五
種
類
の
気
が
と
も
に
や
っ
て
来
る
の

だ
が
、
私
は
そ
の
中
の
何
を
自
分
と
は
異
質
な
気
と
し
、

何
を
自
分
と
同
質
の
気
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
2
)（
仁
・
義
・
礼
•
智
•
信
の
）
五
常
を
説
く
言
辞
が

人
々
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
の
誰
が
公

正
さ
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(13)
多
く
の
役
所

が
教
誨
を
発
布
す
る
の
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
が
そ
れ
を
受

け
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
1
4
)
私
は
す
で
に
年
を
取
っ

て
老
人
と
な
っ
た
の
だ
が
、
誰
が
私
に
か
し
ず
い
て
世
話

を
見
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(15)
鬼
は
も
と
も
と
人
間
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
神
明
を
備

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
1
6
)
（
死
者
で
あ

る
鬼
の
）
肉
体
は
す
で
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
鬼
の
知
が
生
前
よ
り
も
明
察
だ
と
す
れ
ば
、
喪
失

し
た
肉
体
の
機
能
は
ど
の
よ
う
に
し
て
補
完
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

(17)
誰
が
鬼
が
強
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
(
1
8
)
鬼
は
も
と
も
と
人
間
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ

私
は
お
仕
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(19)

（
鬼
の
）
骨
肉
は
す
で
に
滅
び
、
身
体
を
現
さ
な
い

の
に
、
私
は
な
ぜ
自
分
で
鬼
を
養
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
0
)

鬼
は
降
臨
す
る
が
、
依
頼
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
私
は

ど
う
し
て
時
節
ご
と
に
感
謝
の
祭
祀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
1
)
（
肉
体
の
な
い
鬼
を
）
祭
祀
す

る
の
に
、
な
ぜ
飲
食
物
を
献
上
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
2
)

私
は
ど
の
よ
う
に
し
て
（
進
上
し
た
飲
食
物
に
鬼
が
）
満

足
し
た
と
思
量
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

E
】

(23)
天
道
に
順
う
場
合
、
私
は
何
を
一
番
重
要
だ
と
す
れ

ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

(24)

私
が
す
で
に
百
官
の
調
和
を

獲
得
し
て
し
ま
え
ば
、
私
は
何
を
自
分
の
仕
事
と
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
5
)
上
天
の
明
察
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
6
)
鬼
の
神
妙
な

霊
力
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(27)

先
王
た
ち
の
智
恵
は
ど
の
よ
う
に
し
て
備
わ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

【

F
】

(
2
8
)
太
陽
に
左
右
の
耳
が
あ
る
の
は
、
い
っ
た
い
何
を
聞

こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
9
)
月
の
周
り
に
箪
が
あ

る
の
は
、
い
っ
た
い
何
処
を
征
伐
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
(
3
0
)
河
川
の
水
が
東
に
向
か
っ
て
流
れ
る
の
は
、

い
っ
た
い
何
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(31)

太
陽
が
始
め
て
昇
る
と
き
、
な
ぜ
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
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ず
強
く
輝
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
3
2
)
太
陽
が
地
中
に

没
す
る
と
き
、
な
ぜ
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
く
輝

き
な
が
ら
隠
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

G
】

(33)
質
問
し
た
い
。
天
は
ど
の
方
面
に
向
か
っ
て
高
く
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
(
3
4
)
地
は
ど
の
方
面
に
長
く
延

び
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
3
5
)
誰
が
天
を
創
造
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

(36)
誰
が
地
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
3
7
)
誰
が
雷
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
3
8
)
誰
が

稲
妻
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
3
9
)
土
は
何
を
獲
得

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
4
0
)
水
は

何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
清
ら
か
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(41)

草
木
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
(
4
2
)
禽
獣
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
鳴
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
4
3
)
い
っ
た
い
雨
が
や
っ
て
来

る
の
は
、
誰
が
雨
乞
い
し
て
空
を
黒
く
す
る
の
で
あ
ろ
う

か。

(44)

い
っ
た
い
風
が
や
っ
て
来
る
の
は
、
誰
が
吹
き

渡
ら
せ
て
そ
れ
を
追
い
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
苗
族
創
世
歌
と
《
問
物
》
の
比
較

本
章
で
は
苗
族
創
世
歌
と
《
問
物
》
を
比
較
す
る
。
苗
族
創
世

歌
は
爺
覺
朗
努
（
天
神
）
に
よ
る
宇
宙
創
造
と
宗
教
祭
祀
に
お
け

る
神
の
不
在
と
い
っ
た
、
一
定
の
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
備
え

た
長
編
叙
事
詩
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
《
問
物
》
は
、
一
定
の

テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
。
関
連
す
る
素
材
を
扱

う
疑
問
句
が
連
続
し
て
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
っ
て
は
い
る
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
排
列
が
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
形

成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
《
問
物
》
の
側
は
、

叙
情
詩
で
は
な
い
と
い
う
消
極
的
意
味
で
は
叙
事
詩
に
分
類
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
物
語
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
、
厳
密
に

は
叙
事
詩
と
は
称
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
両
者
の
第
一
の

相
違
点
で
あ
る
。

苗
族
創
世
歌
で
は
、
総
数
一
六
一
句
の
中
、
疑
問
句
は
わ
ず
か

十
個
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
二
部
構
成
の
前
半
部
分
、
特
に
プ
ロ
ロ

ー
グ
の
部
分
に
六
個
が
集
中
す
る
と
い
う
偏
在
現
象
を
示
し
て
い

る
。
し
か
も
発
問
に
対
し
て
は
必
ず
解
答
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
《
問
物
》
の
側
は
、
す
べ
て
疑
問
句
の
み
で
構
成
さ
れ
、

四
十
四
個
の
発
問
に
対
す
る
解
答
は
一
切
示
さ
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
《
問
物
》
は
百
七
十
余
の
発
問
を
連
ね
る
『
楚
辞
』
天
問
と
同

様
、
全
篇
が
「
有
問
無
答
」
の
形
式
で
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
両
者
の
第
二
の
相
違
点
で
あ
る
。

ま
た
苗
族
創
世
歌
は
、
宇
宙
の
創
造
を
叙
述
す
る
過
程
で
天
地

を
始
め
と
し
た
万
物
の
起
源
を
解
き
明
か
す
、
由
来
記
・
縁
起
物

語
の
性
格
を
示
す
。
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
対
象
は
、
天
地
・
人
類
・
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天
体
・
地
形
・
気
象
・
植
物
・
動
物
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
《
問
物
》
で
は
、
種
や
生
命
の
維
持

(
1
)
(
2
)

(
3
)
(
7
)

（

8
)
(
9
)
、
陰
陽
と
水
火
(
5
)

（

6
)
、
天
地
・

上
天
・
天
道
な
ど
の
規
範

(
1
0
)
(
1
1
)

（

12)
（

13)
（

2
3
)
、
鬼

の
実
在
性

(
1
5
)
S
(
2
2
)

、
上
天
•
鬼
•
先
王
の
超
越
的
能
力
(
2
5
)

(26)
（

27)
、
日
月
(
2
8
)

（

29)
（

31)
（

3
2
)
、
水
流
(
3
0
)
、

天
地

(33)
（

34)
（

35)
（

36)
、
水
土
(
3
9
)

（

4
0
)
、
雷
露
(
3
7
)

(38)
、
草
木
(
4
1
)
、
禽
獣

(42)
、
風
雨
(
4
3
)

（

44)

な
ど
が

扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
、
各
種
の
規
範
、
鬼
の
実
在
性
、
超
越
的
能
力
、

種
や
生
命
の
維
持
、
陰
陽
と
水
火
、
雷
霜
な
ど
の
素
材
は
、
苗
族

創
世
歌
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
苗
族
創
世
歌
で
は
金
星
や

列
星
を
も
扱
う
が
、
《
問
物
》
の
側
は
太
陽
と
月
以
外
の
天
体
は
扱

わ
な
い
。
そ
し
て
天
地
、
日
月
、
水
流
、
水
士
、
風
、
草
木
、
禽

獣
な
ど
は
、
両
者
に
共
通
す
る
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
両

者
の
第
三
の
相
違
点
で
あ
る
。
た
だ
し
扱
う
素
材
に
異
同
が
見
ら

れ
る
現
象
は
、
そ
れ
ほ
ど
本
質
的
な
相
違
で
は
な
い
。
と
も
に
天

地
・
万
物
に
関
心
を
寄
せ
る
点
や
、
「
天
是
忽
榛
生
的
？
是
聯
個
束

創
造
的
？
」
「
地
是
悠
榛
生
的
？
是
咄
個
束
創
造
的
？
」
と
か
「
執

為
天
。
執
為
地
」
と
、
と
も
に
天
地
未
生
の
段
階
を
思
索
す
る
点
、

宗
教
祭
祀
の
虚
構
性
を
説
い
た
り
、
鬼
の
実
在
性
に
疑
惑
の
目
を

向
け
た
り
す
る
点
な
ど
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
異
同
は
む
し

ろ
両
者
の
類
似
性
を
示
す
現
象
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
4
)
0

以
上
、
苗
族
創
世
歌
と
《
問
物
》
を
比
較
し
て
き
た
。
両
者
の

間
の
重
要
な
相
違
点
は
、
第
一
点
と
第
二
点
で
あ
る
が
、
実
は
第

一
点
と
第
二
点
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
《
問
物
》
は
「
有
問

無
答
」
の
形
式
、
す
な
わ
ち
疑
問
句
の
み
で
構
成
さ
れ
る
形
式
を

採
る
が
、
こ
の
形
式
で
は
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
こ
と

が
不
可
能
と
な
る
。
発
問
に
対
す
る
解
答
を
提
示
し
な
い
以
上
、

作
者
は
自
己
の
疑
念
以
上
の
主
張
を
述
べ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
傾
向
の
発
問
の
み
を
連
続
さ
せ
れ
ば
、
テ
ー
マ
を
設
定

で
き
な
く
も
な
い
が
、
や
は
り
「
無
答
」
が
大
き
な
制
約
と
な
っ

て
、
そ
れ
は
漠
然
と
し
た
も
の
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
《
問
物
》
は
、
形
式
上
の
制
約
か
ら
テ
ー
マ
も
ス

ト
ー
リ
ー
も
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
作
品
の
完
成
度
を
云

々
す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
ら
ず
、
叙
事
詩
と
し
て
の
文
学
的
完

成
度
を
問
題
に
す
れ
ば
、
苗
族
創
世
歌
よ
り
も
遥
か
に
劣
る
と
評

さ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
有
問
無
答
」
の
形
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
《
問
物
》
の
側
が
新
た
に
獲
得
し
た
文
学
性
と
し
て
は
、
連
続

す
る
疑
問
句
の
背
後
に
、
世
間
の
常
識
に
次
々
に
疑
問
を
発
し
続

け
る
、
孤
独
な
魂
の
存
在
を
描
き
出
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ

が
そ
れ
で
も
な
お
、
苗
族
創
世
歌
が
重
い
テ
ー
マ
設
定
や
壮
大
な

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
よ
っ
て
描
き
出
し
た
文
学
性
と
引
き
替
え
る

に
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
弱
な
効
果
で
し
か
な
い
。

(224) 



《
問
物
》
は
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
苗
族
創
世
歌
と
『
楚
辞
』

天
問
を
繋
ぐ
中
間
型
の
作
品
の
―
つ
で
あ
る
（
注
5
)
。
そ
れ
で
は
中

間
型
の
作
者
た
ち
が
苗
族
創
世
歌
の
ス
タ
イ
ル
を
丸
ご
と
受
容
し

た
上
で
、
楚
国
風
に
改
作
す
る
方
策
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

苗
族
創
世
歌
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
、
爺
覺
朗
努
な
る
苗

族
の
神
を
物
語
の
中
心
に
据
え
る
行
為
は
、
楚
人
に
は
も
と
よ
り

不
可
能
で
あ
る
。
さ
り
と
て
上
天
•
上
帝
を
宇
宙
の
創
造
神
に
据

え
る
方
法
も
、
や
は
り
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
上
天
・

上
帝
は
宇
宙
の
創
造
神
と
し
て
の
性
格
を
本
来
的
に
持
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
注
6
)
。
結
局
中
間
型
の
作
者
た
ち
が
苗
族
創

世
歌
か
ら
受
容
し
た
の
は
、
天
地
開
闘
以
前
の
段
階
に
ま
で
思
索

を
遡
ら
せ
る
発
想
と
、
天
地
・
万
物
・
人
事
に
対
し
て
疑
問
句
を

用
い
て
発
問
す
る
形
式
の
二
点
に
限
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
苗
族
創
世
歌
と
は
異
な
り
、
す
べ
て
疑
問
句
だ
け
を

用
い
、
解
答
を
一
切
示
さ
な
い
「
有
問
無
答
」
の
形
式
を
採
用
し

た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
ご
と
く
、
上
天
•
上
帝
を
宇

宙
の
創
造
神
に
据
え
て
物
語
を
構
成
す
る
行
為
が
不
可
能
だ
っ
た

の
で
、
疑
問
句
を
連
ね
る
形
式
だ
け
を
部
分
的
に
受
容
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
は
突
き
止

め
ら
れ
な
い
。

星
川
清
孝
『
楚
辞
の
研
究
』
は
、
『
楚
辞
』
天
問
の
屈
原
著
作
説

を
否
定
し
た
上
で
、
古
く
「
天
問
」
と
い
う
叙
事
詩
が
あ
っ
て
古

代
説
話
を
伝
誦
し
て
い
た
も
の
が
、
伝
誦
の
間
に
し
だ
い
に
増
補
・

追
加
さ
れ
て
、
殷
・
周
や
春
秋
期
の
歴
史
故
事
を
ま
じ
え
た
長
編

と
な
り
、
戦
国
初
期
に
現
在
の
形
に
固
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、

天
問
成
立
の
事
情
を
推
定
す
る
（
注
7
)
。
ま
た
伊
藤
清
司
「
「
楚
辞
」

天
問
と
苗
族
の
創
世
歌
」
は
、
星
川
説
の
言
う
「
古
天
問
」
が
、

苗
族
の
疑
問
句
を
連
ね
た
創
世
叙
事
詩
の
ご
と
き
も
の
と
極
め
て

類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は
決
し
て
無
理
で
は
な
い
と

説
く
。
さ
ら
に
伊
藤
氏
は
、
苗
族
創
世
歌
の
よ
う
な
「
原
天
問
」

に
次
々
に
説
話
伝
承
が
増
補
・
追
加
さ
れ
、
殷
や
周
の
説
話
故
事

を
扱
っ
た
部
分
が
む
し
ろ
数
量
的
に
は
こ
の
詩
の
大
半
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

今
回
の
《
問
物
》
の
発
見
は
、
両
氏
の
推
測
の
正
し
さ
を
具
体

的
文
献
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
形
と
な
っ
た
。
《
問
物
》
に
類
す
る
作

品
に
歴
史
故
事
を
大
量
に
増
補
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
『
楚
辞
』
天

問
の
よ
う
な
作
品
に
仕
上
が
る
か
ら
で
あ
る
（
注
8
)
o

「
昭
天
の
明
」

を
扱
う
(
2
5
)
や
「
先
王
の
智
」
を
扱
う
(
2
7
)
が
、
そ
の
萌
芽

と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「
有
問
無
答
」
な
る
形
式
上
の

制
約
か
ら
、
依
然
と
し
て
テ
ー
マ
の
設
定
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開

が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
叙
事
詩
と
し
て
は
不
十
分
な
水
準
に
止
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、
歴
史
故
事
を
大
量
に
取
り
入
れ
た

結
果
、
『
楚
辞
』
天
問
は
《
問
物
》
よ
り
は
叙
事
詩
と
し
て
の
見
か

け
を
大
幅
に
強
化
で
き
て
い
る
。
大
量
の
歴
史
故
事
の
取
り
込
み
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(
1
)

こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』
の

全
体
構
成
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
九
号
・
ニ

0
0
九
年
）
参
照
。

(
2
)
『
史
學
』
第
四
十
八
巻
第
二
号
（
三
田
史
学
会
・
一
九
七
七
年
）
。

(
3
)
今
回
た
ま
た
ま
《
問
物
》
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
《
問
物
》

に
類
す
る
中
間
型
の
作
品
は
、
他
に
も
か
な
り
の
数
存
在
し
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
藤
野
岩
友
『
巫
系
文
学
論
』
（
大
学
書
房
•
一
九
六
九
年
）
「
設
問

文
学
と
し
て
の
「
天
問
」
」
は
、
問
呵
の
祖
型
を
神
意
を
占
う
卜
問
の

形
式
に
求
め
、
『
楚
辞
』
天
問
の
成
立
を
巫
祝
の
伝
統
習
俗
と
結
び
付

け
る
。
し
か
し
貴
州
苗
族
創
世
歌
が
宗
教
的
祭
祀
の
虚
構
性
を
椰
楡

し
た
り
、
《
問
物
》
が
鬼
神
祭
祀
と
絡
め
て
鬼
の
実
在
性
に
執
拗
に
疑

念
を
表
明
す
る
な
ど
の
現
象
に
注
目
す
れ
ば
、
『
楚
辞
』
天
問
の
成
立

を
巫
祝
の
活
動
と
結
び
付
け
る
理
解
に
は
、
強
い
疑
念
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
。

注

は
、
淵
源
た
る
苗
族
創
世
歌
が
備
え
て
い
た
長
編
叙
事
詩
と
し
て

の
面
目
を
、
多
少
な
り
と
も
回
復
さ
せ
る
効
果
を
発
揮
し
た
と
言

え
る
。
し
て
み
れ
ば
、
歴
史
故
事
を
欠
く
《
問
物
》
か
ら
歴
史
故

事
が
過
半
数
を
占
め
る
『
楚
辞
』
天
問
へ
の
変
化
は
、
叙
事
詩
な

る
ス
タ
イ
ル
自
体
が
欲
し
た
必
然
的
変
化
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

(
5
)
苗
族
も
内
部
は
多
く
の
諸
族
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
苗
族

創
世
歌
に
も
多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
採
録
作
業
は
充
分

に
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
湖
南
省
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
に
居
住

す
る
苗
族
が
伝
誦
す
る
古
歌
「
辛
女
」
に
は
、
宇
宙
生
成
の
物
語
が

語
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
古
歌
集
の
編
集
作
業
中
と
の

こ
と
で
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
今
回
筆
者
が
利
用
で

き
た
の
は
、
多
く
の
作
品
中
の
―
つ
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
《
問
物
》
も

多
数
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
中
間
型
の
作
品
群
の
―
つ
に
過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
貴
州
苗
族
創
世
歌
と
《
問
物
》
の
比
較
だ
け
で
は
、
苗

族
創
世
歌
群
↓
中
間
型
作
品
群
↓
『
楚
辞
』
天
問
と
い
っ
た
流
れ
の

全
体
を
検
討
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
利
用
で
き
た
範
囲
内
で
の
サ

ン
プ
ル
調
査
を
し
た
と
い
う
に
止
ま
る
。
利
用
可
能
な
資
料
の
増
加

を
待
っ
て
、
後
日
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
6
)

こ
の
点
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
古
代
中
国
の
宇
宙
論
』
（
岩

波
書
店
・
ニ

0
0六
年
）
、
及
び
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
束
大
王
泊
旱
』

の
災
異
思
想
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
百
号
・
ニ

0
0
八
年
）
参
照
。

(
7
)
星
川
清
孝
『
楚
辞
の
研
究
』
（
養
徳
社
・
一
九
六
一
年
）
第
五
章
「
「
天

問
」
篇
の
研
究
」
。

(
8
)
た
だ
し
伊
藤
氏
は
疑
問
句
が
多
く
登
場
す
る
冒
頭
部
分
の
み
を
引

用
し
た
上
で
、
苗
族
創
世
歌
の
よ
う
な
「
原
天
問
」
に
歴
史
故
事
が

増
補
・
追
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
「
造
天
地
万
物
歌
」

全
体
を
考
察
し
て
み
る
と
、
と
て
も
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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「
造
天
地
万
物
歌
」
は
一
定
の
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
備
え
、
首

尾
一
貫
し
た
緊
密
な
構
成
を
持
つ
叙
事
詩
で
あ
り
、
そ
こ
に
脈
絡
な

し
に
歴
史
故
事
を
増
補
・
追
加
す
る
操
作
は
不
可
能
で
あ
る
。
ス
ト

ー
リ
ー
を
持
た
な
い
た
め
、
プ
ロ
ッ
ク
の
順
序
を
差
し
替
え
て
も
支

障
の
な
い
《
問
物
》
や
、
同
じ
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
い
た
め
次
序
か

不
次
序
か
が
永
く
諮
論
さ
れ
て
き
た
『
楚
辞
』
天
問
と
は
、
作
品
の

性
格
が
基
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
苗
族
創
世
歌
の

よ
う
な
作
品
に
直
接
歴
史
故
事
が
増
補
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
《
問
物
》

の
よ
う
な
中
間
型
作
品
が
作
ら
れ
た
後
に
、
大
量
の
歴
史
故
事
が
増

補
・
追
加
さ
れ
た
と
の
順
序
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
苗
族
創

世
歌
の
疑
問
句
は
純
粋
な
疑
問
文
で
、
質
問
に
よ
っ
て
叱
責
し
た
り

咎
め
た
り
す
る
『
楚
辞
』
天
問
の
「
問
呵
」
と
は
性
格
が
異
な
る
。

と
こ
ろ
が
《
問
物
》
に
な
る
と
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
各
種
規
範
や

鬼
神
の
実
在
性
へ
の
疑
念
を
表
明
す
る
部
分
に
、
す
で
に
「
問
呵
」

の
性
格
が
表
れ
て
来
て
い
る
。
や
は
り
こ
の
点
か
ら
も
、
苗
族
創
世

歌
と
『
楚
辞
』
天
問
の
間
に
《
問
物
》
の
よ
う
な
中
間
型
作
品
の
存

在
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
附
記
】
貴
州
苗
族
創
世
歌
の
翻
訳
に
際
し
、
東
北
大
学
文
学
研
究
科
の

花
登
正
宏
教
授
か
ら
懇
切
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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